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Dr. David R. Parker：Children’s Resource Group（CRG）

【Parker】　本日は、発達障害のある人への、学
生へのコーチングについてのお話をいたします。
発達障害といいますのは、自閉スペクトラム症
ASD、注意欠如多動症ADHD、そして、限局性
学習症SLD のある学生です。私は三つの大学で、
障害学生支援のコーディネーターとして仕事をし
てまいりました。そして研究や、コーチとしても
仕事をしてまいりました。その立場から、今日は
お話をさせていただきます。
　最初に、高橋先生たちが書いた論文を基にしな
がら、そこに示された統計等も紹介しながら、現
状についてお話しします。それから続いて、コー
チングの目的、目標とするものと、大学教育が目
的、目標とするもの、これが似ているといった、
そんな議論を紹介したいと思います。続きまして、
コーチングの技法、また、関連の研究、そしてコー
チになりたい場合のトレーニングについてお話し
したいと思います。そして最後に、ASD のある
人へのコーチングについて、特に取り上げてお
話をしたいと思います。日本では、ADHD やLD
のある学生よりも、ASD のある学生のほうが多
いと聞いております。ですので、この話題を特に
取り上げます。
　私が編集委員長をしていたアメリカの雑誌で、
高橋先生たちが出した論文、これを掲載すること
ができたことをとてもうれしく思っています。そ
の論文は、日本で近年急速に進んできた、障害の
ある学生への支援について書かれたものでした。

そして、この急速な進展に伴って出てきた課題や、
ニーズ等についても書かれていました。私は30
年間ほどアメリカで、こういった領域で仕事をし
てきた者といたしまして、この日本における急速
な進展というものは、大変素晴らしいものだと
思っています。こちらのグラフは、日本とアメリ
カと、イギリスにおける、障害のある学生の人数
の割合を示したものです。こちらでご覧いただけ
ますように、日本では、ASD のある学生の割合が、
ADHD やLD のある学生よりも多くなっており
ます。ASD のある学生は、社会的な情報を読み
取ること、社会的な手掛かりを読み取ることの難
しさがあります。日本では、そういった社会的手
掛かりを読み取るということが大変重視されてい
ることから、こういったことができないと、日本
社会では大きなハンディを負ってしまうというこ
とになると思います。あと、グラフを見てお分か
りいただけますように、アメリカやイギリスでは、
ADHD やLD のある学生の数が多くなっていま
す。そして、コーチングがこういった学生に対し
てどのように役立つかということをお話ししてい
きたいと思います。
　ここでは、大学教育の目的と、コーチングの目
的、目標というものが似ているということについ
てお話をしたいと思います。その手始めとして、
この明星大学のミッション、目的についてここで
紹介したいと思います。明星大学の使命は、学生
を世界に通用する人に育成することです。私たち
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の周りには非常に多くの問題があり、問題を解決
し世界に貢献する学生を育成することが私たちの
ミッションです。これは、大変重要なミッション
ということになるのですが、これを達成するため
に求められる力というものについて考えてみまし
た。
　これらのミッションを達成するために、以下に
示すようなことを大学としては育てていくという
ことになると思います。批判的思考スキルの育成、
意思決定スキルの育成、問題解決スキルの強化、
自己理解の深化、自立の促進、他者と協力するこ
とを学ぶということ、それらを通して、成人期に
必要とされるスキルを強めていくということ。
　では、ここでコーチングのゴールをご紹介して
いきたいと思います。きっと先ほどのものと共
通点があるということに気づかれると思います。
コーチは、人々が創造的であり、才能豊かで、全
人的であると信じています。つまりコーチは、人々
は、自分の中に答えがあるということを信じて
いるということです。コーチングは、「wellness 
model」というものをとっています。そのモデル
というのは、人々の弱みではなく、強みに焦点を
当てるということです。ですからコーチは、もう
少しバランスのとれた生活ができるように支援し
ます。さらにコーチは、クライアントと「co-active 
partnership」、すなわち協力する関係を築いてい
きます。ですから、仮にずっと若い高校生とコー
チングのセッションをやっていくときにも、どの
ようにやっていきたいか、どうなりたいかという
ことを一緒に決めていきます。私が最初にコーチ
ングの訓練を受けたときに、それは今まで自分が
体験したものと大変違ったものでした。それは今
まで、自分は専門家として働くということを身に
つけていたからです。皆さんがもし、コーチとし
てやっていきたいということであれば、こういっ
たシフトが必要だということは、また後ほどお話
ししたいと思います。
　ここでまた、コーチングの二つの大きな目標に
ついて紹介したいと思います。学生を含め、クラ
イアントが行動を前に進めていけるようにすると

いうこと。つまり、クライアントが自分自身の
目標を達成できるように支援をするということで
す。続いてコーチは、クライアントの学びを深め
ていくということをします。これは、クライアン
トが自己に対する気づきを深め、どのように目標
を達成できるかということを支援していくという
ことです。
　次のスライドに移る前に、CTI というコーチ
ングの訓練機関の設立者の言葉を引用して紹介し
たいと思います。実は、今日お渡ししたのですが、
このCTI という訓練機関は、日本にもCTI ジャ
パンというブランチがあるということを知りまし
た。ではここで、コーチが具体的に、クライアン
トを支援するためにどんなことをするかというこ
とを見ていきたいと思います。ここであらためて、
大学の目的、目標というものを考えていただいて、
ここに挙げるようなコーチングの目標というもの
は、その大学の目標を達成するためにも重要、有
効であると考えられると思います。コーチングの
やり方というのは、障害のある学生にとりわけ有
効だとは思いますが、一般の学生にも有効だとい
うことです。まずやることは、スケジュール管理、
目標設定、それから自信をつけること、これは小
さな目標を設定し、それが達成できるようにして
いくことで、自信を育てていきます。それから発
達障害のある学生を支援するときには、この課題
の整理、実際に整理整頓みたいなことも含むと思
いますが、そういったことが必要になります。そ
れから集中力を育てるということも支援していき
ます。セッションの中でも、集中が必要なことも
あります。
　ここで、短い例を紹介したいと思います。私の
オフィスの中に小さなおもちゃがあって、これは
注意のおもちゃと言っています。そして、クライ
アントの学生さんに対して、セッションの間にそ
のおもちゃをいじっていてもいいよと言っていま
す。お父さん、お母さんが一緒に来られていると、
子どもがおもちゃをいじり始めると、「ほら、それ、
おもちゃを置いて、先生の話を聞きなさい」と言
うかもしれません。でも実は、研究の結果により
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ますと、そういったおもちゃをいじったりしてい
ることによって、集中が高まったりするというこ
とがわかっています。うなずいている方もいらっ
しゃいますので、「多分そういうのある」と感じ
ている方もいるのではないかなと思います。また
オフィスの中で、面接室の中で動き回るようなこ
と、立ったり、動き回ったりすることもいいとい
うことにしています。そのほうが、60分間座り
続けているよりも、ずっといい場合があるからで
す。私の基本ルールとしては、他の人に迷惑をか
けないということであればOK だということにし
ています。また、このリストに戻りますけれども、
コーチは優先順位づけを行います。何が重要かと
いうことです。
　一つの例ですが、52歳の女性の歯科医の方の
コーチングをやったことがあります。彼女の職場
では、非常に整理整頓がよくされています。しか
し、家では3人の子どもがいて、ご主人もいて、
大きな家があってという状況です。ですから、「私
のプライベートのほうでは、どこから手をつけ
ていいかわからないという状況になっている」と
おっしゃいました。そして彼女は自分のバッグの
中から、三つのスケジュール帳を取り出しました。
もうそこで彼女は泣き出して、「どのスケジュー
ル帳を使っていいかということさえもわからな
い」と言いました。この方はとても優秀で、そし
てプロフェッショナルとしてやっている方です。
しかし、彼女のADHD 特性や不安が、プライベー
トな部分での、物事を整理していくということを
できなくしていたのです。そこで、まずコーチン
グの中でやったことといえば、最初の2週間で、
とにかく一つのスケジュール帳に絞って、まずは
これをやっていこうということにしました。この
ような形で、何を優先して進めていくか、やって
いくかということを決めていきました。
　また、後半に、アカウンタビリティ、説明責任
についてお話しします。これはセッションの中
で、クライアントがコーチに対して、アカウンタ
ブル、つまり自分のやっていることについて責任
を負うということをやっていきます。これはコー

チングにおいて非常に重要なことなので、後ほど
また詳しくお話ししたいと思います。次のスライ
ドにいく前に、今リストで上げたものは、「Edge 
Foundation」という組織のホームページで示され
ているものです。これはワシントン州のシアトル
にあるのですが、ここは、実行機能に課題のある
大学生の支援に特化した組織ということになって
います。
　最後に、イェール大学のトーマス・ブラウン

（Thomas Browne）博士が作った資料を紹介した
いと思います。彼はADHD のある人の支援の専
門家です。Browne 博士は、この実行機能という
キーワードを重視しています。この中で、六つの
実行機能の領域について、うまくやっていくため
に必要なことを紹介しています。Browne 博士の
ホームページでは、参考になるような資料がたく
さん準備されています。コーチングでは、対象の
方が障害のある方、ない方にかかわらず、この実
行機能に焦点を当てます。この実行機能について、
学生や教職員が共にこれを扱っていけば、素晴ら
しい成果が上がるということになると思います。
そしてその学生は、社会でうまくやっていけるよ
うな、そんな大人になっていけると思います。で
すから、賛成されるかどうかはともかくとして、
こういった領域についてやっていくということ
は、大学でも必ずうまくやっていけるようになる
ということです。
　今までコーチングの概要をご説明しましたが、
これからもっと特化したお話をしていきたいと思
います。まず最初に、よく使われるコーチング技
法に関してお話ししていきたいと思います。私が
実際にコーチとしてうまくやっていけるようにな
る前、コーチングというものを深く学ぶ前にも、
この中の技法というのは、そこそこ自分の相手に
なる学生や生徒に使えてきたことだと思っていま
す。ですから皆さんも今日、この一つ一つのコー
チング技法を見ながら、「ああこれはやっている
な」というものに出会うかもしれません。
　最初のテクニックは、デザインをしていく、

「align」というのですが、並べるという感じでしょ
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うか。合わせる、二つのものを同時に合わせると
いう形なんですけど、それをやっていくというこ
とです。車の車輪を合わせることをアライメン
トって言いますよね。同じように、コーチとクラ
イアントが同じように動けるように、バランスを
とることなんですが、それがコーチングでは大事
だと思っています。コーチと学生が、どんな関係
を築いていくかということに関して、初回の面接
だけではなく、コーチングをしていく過程でも、
何度か、どういう関係で私たちがあるべきかにつ
いて話していくことになります。
　よく私が学生との会話の中で聞く一つの質問が
あります。それは、「どういうふうにしたいの？」
ということです。そうすると学生が、困惑した顔
をして、私のほうを見ます。今までもしかしたら、
学校というところにおいて、どういうふうにやり
たいの？なんて聞かれたことはなかったかもしれ
ません。でも、このコーチングの関係の中では、
私はこれから何度も聞いていきますよと言いま
す。なぜかというと、私はコーチとして、その学
生自身が一番うまくいく方法というのを、どうい
うふうにしたら一番自分にとっていいかというこ
とを、実際に知っているということを信じている
からです。もちろん、今私が聞いてもわからない
かもしれない、今日はわからないかもしれないよ
と学生に言います。でもそれは、2人でいろいろ
話し合っていきながら、見つけていけばいいよね
というふうに、答えが全てわからなくてもいいよ
ということも言います。もし今、どうしたらいい
かということが、すぐに自分でわからないとした
ら、こちらから、こんなことはどうかなという提
案もすることはできるよということも言います。
　例えば、さっき「align」と言った枠組みを決め
るところで、例えば具体的には、週に何回会いた
いかというようなことをその学生に聞きます。大
学で私が働いていたときには、1週間に1時間学
生と会うということが、一応の規定になっていま
した。実際に学生と一緒に、この関係を作って
仕事を始めますと、1週間に1時間ということが、
君にとって一番いいの？というふうに聞くことに

します。そうすると、違う答えが返ってくること
もあります。例えば学生によっては、1時間ずっ
と座って話をしているというのは僕には無理だよ
ということで、できれば30分にしてくれないか
という学生もいます。実際に対面して話すよりも、

「Skype」とかそういったテクノロジーを使ってや
りとりをするほうが、自分にとっては楽だという
学生もいます。例えばすごく寒い日ですと、わざ
わざ寮なりどこかから出てきて、先生のオフィス
で会うということがすごく大変である場合は、そ
ういうすべがなければ、ただキャンセルするとい
うことになってしまうかもしれません。
　それからまた、この枠組みを作る中で大事な質
問は、どういうふうに私たちが、この時間を使い
たいかということも聞いていきます。例えばセッ
ションの最初に、5、6分ほど自分の話をばあっ
とした後で、一緒に考えていくという時間を持ち
たいという学生もいます。今の例でおわかりいた
だけたかもしれませんが、その学生に一番合った
方法をカスタマイズして作るということをしてい
ます。コーチングというものが、一つの人間関係
の関係性であるというところから考えても、私の
ほうから質問をしていくこともあります。例えば、
発達障害の学生においては、時間感覚というもの
がうまくいかない学生もいます。そうすると、例
えば時間感覚がなければ、学生のほうに話をさせ
ると、1時間全部をその学生が話してしまうとい
うことがあって、2人でやらなければいけないこ
とができないということも起こり得ます。そうい
う時に、私は前もって学生に、例えばそんなよう
なことが起こったときには、「時間のことを思い
出して」というようなリマインダーを出してもい
いだろうかということを、ちゃんと敬意を払っ
て、先に頼んでおきます。オープンにそういうこ
とを話しておくと、実際に時間のことを言われた
ときにすごく恥ずかしい思いを学生がすることも
ないし、コーチのほうが、何となくそれをわかっ
たふりをするということもないのだということが
わかってもらえると思います。
　それから、フィードバックというものの大事さ
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というか、性格というものに関しても学生と話し
ておきます。今このゴールに対して、自分が今、
何かの行動を起こさないとしたら、どうなると思
う？というようなことを聞いていきます。私が一
緒に仕事をする学生には、ものぐさというか、も
のをいつまでも後に放ってしまうというタイプの
学生が多くいます。大きな課題が出ていて、それ
が来週に期限が迫っていても、なかなか始めない
学生もいます。やらないということを選んで、そ
の学生がしているのだったら、それを変えるわけ
にはいかないです。
　コーチとして私のできることは、例えばこれを
しないままにしておくと、来週どんな感じになる
と思うかと問いかけることです。学生自身が自分
でゴールを決めて、それを実際にどのようにやっ
ていくかは、自分で選択してやっていくことにな
ります。それをやっていく過程で、コーチとして
の私がパートナーとなって、一つ一つの段階を一
緒に歩んでいくという形になります。コーチのす
ることというのは、ほとんどが質問をするという
ことになります。私たちコーチとしては、どうそ
れを実現していくのか、どのようにやりたいのか
ということを質問していくことで、学生からその
答えを引き出していくことがゴールになっている
からです。もちろん、学生のほうからも提案をす
ることはできます。
　停止信号法という技法があります。私は実際、
自分のオフィスに信号の写真を置いています。私
が何か提案をしたいときには、信号の写真を壁か
らとってきて、それを学生に見せます。自分が提
案をするときに、「この写真を見て、私が今から
言う提案に関してどう考えるか、どんなふうに感
じるかということを示してください」と言います。
もし青信号であれば、それはいいアイデアだ、そ
れやってみるよ、ありがとうという意味になりま
す。黄色であれば、その中でいいなと思うところ
もあるけれど、もうちょっと変えて、自分のやり
方でやってみたいということです。赤ですと、あ
りがたいと思いますけど、ちょっと自分には合わ
ないと思う、多分それをやりませんということ

になります。もう一度思い出していただきたいの
は、学生たちが、あるいはクライアントが、自分
の実行機能を使って、いろいろなことを決断して
いくのを助けるのがコーチです。ですから私がす
る提案に関しても、オープンにその感想を言って
もらって、そして自分のやり方を見つけてもらう
ことが基本になります。例えばすごく恥ずかしが
り屋だったり、少し遠慮深い学生ですと、赤信号
を使うことが非常にハードルが高いものになって
いきます。そういう学生ですと、「それは素晴ら
しいアイデアです、ありがとうございます」と言っ
て、絶対しないということになります。そうい
うことがないようにするために、私たちは関係を
オープンにしておいて、平等なパートナーなのだ
という枠組みをつくっていき、そして、率直な意
見が言えるような関係をつくっていきます。
　先ほども申し上げましたが、コーチのやるこ
とのほとんどは質問をしていくということです。
コーチは、非常に力強い質問（パワフルクエスチョ
ン）をしていきます。パワフルクエスチョンとい
うのは、その学生の実行機能を活性化することが
できるような質問になります。ここでパワフルク
エスチョンの例を少し挙げたいと思います。
　「どんな結果になったらあなたのためになりま
すか」、「それを達成するために何をしようと思い
ますか」、「あなたにとってベストなやり方という
のは何ですか」、「どうしたらそれについてもっと
学ぶことができるでしょう」、「何が邪魔をしてい
るんでしょう」、「今日から始めることで、何を得
ることができますか」、「その計画に落とし穴とか、
うまくいかなくなりそうなところがありますか」、

「それを追求する価値というのは、どんなことが
ありますか」、こんなふうに、コーチとして使え
るパワフルな力強い質問というのは、限りなく出
てくると思います。今ここで、この例をご覧いた
だいて、質問が非常に短いものであるということ
に、まずお気づきになられたと思います。それか
ら、非常にオープンな質問になっていて、たった
一言でぽんと答える形ではなく、いろいろなこと
をそこから喚起していくような質問の形式になっ
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ていることにもお気づきになったと思います。こ
こに、「私」が主語になっているものはなかった
と思います。もちろん、私が提案してもいい？　
と言うこともできます。そういうときには、「こ
ういうことを昔、自分はやったことがあるのだけ
れど、もしかしたらあなたにもいいかもね」とい
うような言い方をします。でも、私はコーチング
をしていく中で、ほとんど自分から、「こういう
のがいいよ」と押しつけることはありません。と
いうのは、何がその人にとってベストかというこ
とを優先するからです。
　1990年代に、私がノースカロライナ大学でコー
チングのトレーニングを受けた時のことですが、
私とそれから2人の同僚が、カリフォルニアに行
きまして、先ほど申し上げましたCTI のトレー
ニングを受けました。そこで、このパワフルクエ
スチョンという質問を使う方法を教わってきまし
た。そのときには、ノースカロライナに帰ってコー
チングするのは簡単だと思ったのですが、実際に
はとても大変でした。私たちは、スタディースキ
ルを学生たちに教えるということをトレーニング
されてきて、自分たちは教師でしたし、それをう
まく生徒たちに教えるということはずっとしてき
たことでした。ですから私たちは、そういう指導
者としてのマインドセットを持っていたので、「こ
うするといいよ」ということをこれまでしてきま
した。そのためそこからコーチとしての、自分が
どうしたいかということを学生に問い掛けていく
といった、コーチのマインドセットという考え方
に自分の頭を変えるということが一番大変でし
た。私はトレーニングを受けてから3カ月たって
も、「明日の夜、図書館に行って、もうすぐ締め
切りが近づいてるレポートをするというのがいい
アイデアだと思う？」というような言い方をして
いました。それはパワフルクエスチョンじゃない
ですよね。ですから結局、コーチとしてのパワフ
ルクエスチョンをするのがすごく大切なんですけ
れども、その言葉以上に、まず自分の頭、考え方
というのを変えるということが大事になります。
それには練習が必要ですし、そしてさらにスー

パービジョンとトレーニングというものがある
と、その考え方を変更する、そして、こういう質
問を作っていくということで、もっとスムーズに
なっていくと思います。
　もう一つ、コーチングの方法に「独り言（セ
ルフトーク）」というのがあります。ここに、四
角に絵が描いてあるのは、有名なコーチングの
テクニックのことに関する本で、“Taming Your 
Gremlin”という名前の本です。どんな人であっ
ても、セルフトークというのは効果的に使ってい
ると思います。セルフトークは、自分の行動を整
理していったり、構造化していくために必要な一
つの方法です。発達障害の人の中には、知的なレ
ベルは高くても、このセルフトークというのが上
手に使えない人たちがいます。小さい子どもたち
に、成長していく中で、セルフトークというの
はこういうふうに使うといいよということをわざ
わざ教えることではなく何となくみんなが身につ
けていくこととして考えられています。でも、こ
れをティーンエージャーや、もう少し上の年齢に
なった人たちに、効果的に使う方法をトレーニン
グすることはできます。特にADHD、あるいは
ASD がある人たちで、このセルフトークを上手
に使えないということがあります。でも、セルフ
トークは全く使わないのではなくて、ネガティブ
なことに対して使うということがよくあります。
　この“Taming Your Gremlin”という本の中で、
三つのタイプのセルフトークを挙げています。例
えば否定的な、自己批判的な声として、セルフトー
クを使うということがあります。この「Gremlin

（訳注：グレムリンは、機械などにいたずらをす
ると考えられている空想上の生物）」というのが
一つの象徴になっているのですが、悪魔が使う言
葉というのは、自分に対して非常に批判的な、ネ
ガティブな批判をするものです。頭の中にいる悪
魔が、自分に対して非常に批判的なことを言って
きて、それをそのまま口に出して言うという形に
なります。「ああ、もう自分はばかなんだ」とそ
の学生が言うかもしれません。「こんな宿題、全
部終えることは絶対無理」というようなこと、「こ
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こでいい成績をとれなかったらすごく両親に怒ら
れる」、「とんでもないことになる」なんていうこ
とを言うこともあるかもしれません。そういった
ネガティブな、否定的なことを言うことはあるか
もしれませんが、同じように、自分に関してポ
ジティブなこともセルフトークで言えるようにト
レーニングしていきます。
　二つ目に、そのポジティブなセルフトークとい
うものが挙げられます。チアリーディングという
のは、応援団みたいなものですけれども、自分が
過去にうまくいったときのことを思い出させて
くれるようなセルフトークをします。そのセル
フトークに関してのコーチングをするときには、
ロールプレイをしながら、どのように自分を励ま
し、応援するかということを、セルフトークでそ
れをやっていくかということを練習していきま
す。例えば、コーチとしては「同じようなことで
先学期も苦労したよね。でも、その後で結果的に
あなたが努力して、A の成績をもらったよね」と
いうことを言います。その上で、「結果的にA を
もらえたけど、その成績をもらうためには何をし
たか覚えてる？」と聞きます。ポジティブなセル
フトークを始めると、自然に否定的なセルフトー
クというのはなくなっていきます。前にあった成
功例を出して、そのことを思い出させて考えさせ
ることによって、心の中にいる悪魔、「Gremlin」
というものを黙らせることができるということを
教えていきます。
　もう一つは、問題解決のためのセルフトークと
いうことになります。発達障害のある学生の中に
よく見られることですが、IQ としては高いけれ
ども、問題解決スキルに関しては非常に低い学生
がいます。コーチとして、私は「君にある選択肢っ
てどんなことなの？」と聞きます。最初は、そう
いう学生は、「知らない、わからない」と言いま
す。もちろん私たちとしては、今何をしたらいい
か言ってしまったほうがずっと楽ですから、そう
しそうになるんですけれども、コーチとしてはそ
れをするのではなく、まずちょっとここで立ち止
まって考えてみようよと考えさせて、もう一回ど

んなことが前にあったかっていうことを考えて、
自分で解決法を考えさせるための質問をしていき
ます。もし、「わからないよ」と言う学生がいたら、

「では同じような問題を抱えている友だちがいた
ら、君はどんなことをアドバイスする？」と聞き
ます。そこから、自分で問題解決をすることになっ
ていくので、自分で問題解決ができれば、その分
だけ自分に自信を持つようになります。
　ここでもういくつか、コーチングのテクニック
に関するお話をして、休み時間にしたいと思いま
す。大変集中して皆さんが聞いてくださり、本当
に感謝いたします。
　次のテクニックは、パフォーマンスを促進する
ポイントです。これを「ポップ」と言っています。
大きい声で、ちょっと「ポップ」って言ってみて
ください。ここに見せているのは、学生がリマイ
ンダーのアプリケーションを自分で作ったのだそ
うです。これは、自分がいつリマインダーが必要
かリマインドするアプリだそうです。例えば、携
帯のアラーム機能を使って、自分にリマインドす
るためのものを作る方もいらっしゃると思いま
す。それがポップです。別に、ハイテクなものを
使わなければ成功しないとか、そういうものでは
ありません。例えば、付箋を使って、バスルーム
の薬の入っているキャビネットのところに張って
おくことによって、毎朝薬を飲むのを忘れないと
いうこともあります。発達障害の人の中で、ワー
キングメモリーが弱いという障害のある方が多く
います。このポップを使えば、そういう方も、自
分で自立していろいろなことができるようになり
ます。もちろんコーチとしては、どんなポップを
使うといいよとか、こんなふうにしなさいという
ことは言いません。私が言うのは、「他にも他の
学生が使った、こんなポップもあるよ」、「例えば
それが例として挙げられるよ」というふうに、例
を並べていきます。コーチとしては「でもこれは
他の人が使った例だけど、あなたにとってはどん
なのがいいと思う？自分だったらどんなのを作
る？」というふうにもっていきます。そうなるこ
とによって、コーチングが楽しいクリエイティブ
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なものになります。
　ここで、最後にアカウンタビリティに関してお
話ししたいと思います。先ほどもお話ししました
ように、コーチングの中で、その学生本人が、自
分で自分の行動の責任を持つということが、コー
チングの非常に基本的な根幹となるものでありま
す。アカウンタビリティというのは、コーチが父
親のようになって、「これを言った通りにやらな
ければとんでもないことになるからな、わかって
るだろうな」みたいなことを言って責任を押しつ
けることではありません。コーチングには二つの
メインゴールがあるということをもう一度思い出
してください。自分の行動を前に進める、あるい
は目標、ゴールを達成するということと、自分の
学びを深め、そして自分自身に対する理解という
ものをもっと深めていくということです。例えば、
学生が自分でスケジュールを決めて、そしてその
2日後に「すっかりやるのを忘れてたよ」と言っ
たら、それはそれでいいアカウンタビリティな
んです。その学生が実際に正直に自分に言ってく
れたということに関して、私はありがとうと言い
ます。そこで怒ったり、もう駄目だなおまえとい
うふうに、その学生を判断してしまうようなこと
はしません。「ああ、そうだったんだ、達成でき
なかったんだ。何がそこで邪魔になったんだろう
ね」と聞きます。そうすれば、そこで2人で話し
合いながら、なぜそこでうまくいかなかったのか
ということを掘り下げていくことによって、学生
が自分自身というものを、より理解できるように
なるからです。同じように、例えばそこから1カ
月ぐらいたって、同じようなスケジューリングを、
その学生が立てたとします。そのときに私は「ほ
ら、この間さ、同じような形のことを、同じよう
なスケジュールを立てたよね。それによって、バ
イトをいっぱい入れてしまったので、勉強ができ
なかったということがあったよね」ということを
また、思い出させるための質問をします。「もし、
同じことをやるとしたら、バイトと勉強がうまく
いかないということがあったことを、今回はどの
ように解決していくつもりがある？」と聞きます。

コーチをして、学生にアカウンタブルということ
を要求するときには、学生が自分でうまくいかな
かったときに、コーチにそのことを報告する段階
で、あっけらかんと伝えるのではなくて、うまく
やれなかったなということに、少し責任を感じ
て、少し緊張して伝えるようになれば、それがア
カウンタブルになっているということ。要するに
責任を自分で感じていることを期待します。最初
に、クライアントに、2、3日ぐらいでできるよ
うなゴールを立てるということを言います。3日
ぐらいで達成できる一つのゴールを立てるわけで
すから、「何日かたったところで、結果を教えてね」
と頼んでおきます。
　アカウンタビリティプランというのを実行する
ときに、三つのことを頼みます。「何をするの、
何をするつもりでいるの」、「それをいつするつも
りでいますか」、「それがうまくいっているかを、
どのように私に伝えてくれる？」と聞きます。も
ちろん学生は、それをすることに、一番学生に
合った方法で、そしてその連絡というのは、2人
でうまくいく方法でやってもらうということにし
ます。そのアカウンタビリティに関して話すのは、
毎回のセッションの最後に、1、2分ぐらいの短
い時間でそれを行います。連絡はEメールでして
くるかもしれません。あるいはSMS メッセージ、
携帯メールみたいなのがあります。あるいは電話
をしてきて、留守電に残すということもあります。
　二つ、例を見せましょう。これはある学生が、
写真をEメールしてきたものです。ボタンの写真
があると思いますけど、これはガレージのドアを、
このボタンで上下するようなスイッチになってい
ます。その写真です。学生の名前はジェイムスと
いいます。この学生の問題というのは、いつで
も車の鍵をなくしてしまうということで、一番最
初のセッションでそのことを話しました。彼は学
生でしたが、親と一緒に住んでいて、ガレージ自
体は、家と屋根続きではなく、別棟になっていま
した。彼の両親は、家に入った所にバスケットを
置いてありました。車をガレージに入れると、ド
アを開けてすぐにあるかごの中に、いつも車の鍵
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を入れておくことにしていました。ジェームスは
非常に優秀な学生でしたが、ADHD があるので、
すごく注意が散漫になってしまうという問題があ
りました。車をガレージに止めて、家に入ってく
ると、もう考えはいろんなところに行っています
ので、そのバスケットを通り過ぎてしまって、親
御さんがするみたいに、キーをそこに入れること
をしないことが多かったのです。それで私は、さっ
き言ったポップが、ジェイムスには非常に役立つ
のではないかと思いました。その話をすると、「そ
れは面白そうだ」と言いました。では、ガレージ
に車を止めた後で、車のキーを自分のポケットに
入れてしまう前に、「最後に見るものは何？」と
聞きました。「ガレージのドアを閉めるためのス
イッチを一番最後に見て、それで出ると、ガレー
ジのドアが閉まる仕組みになってます」と言いま
した。そう言いながら、「ああ、何を先生が言お
うと思ってるかわかった。自分の家に帰ったら、
自分でポップを作ってみる」と言ったそうです。

「じゃあ何をするかというのは今もうわかったね。
じゃあそれをいつする？」と聞きました。そした
ら、「うちに帰ったらすぐにやる」と言いました。
これでやっと成功の兆しが見えてきたという、非
常に興奮した顔をして帰っていきました。「じゃ
あ、それが実際にうまくいったかどうか、どうやっ
て私に教えてくれる？」と聞きました。「Eメール
で送るから見てて」と言って帰っていきました。
1時間後にEメールが届いて、この写真が付いて
きました。少し読みづらいと思いますので、ここ
で私が読みます。紙に何かを書いて、そのボタン
の下に彼は貼りました。「成功への鍵は、君のポ
ケットの中にある、バスケットの中に入れろ」と
書いてあります。すごくいいと思いませんか、こ
のセリフ。1週間後に彼はまた私のオフィスに来
ましたが、今のような態度でオフィスに入ってき
ました。もちろん、こんなことは些細なことだ
と思われるかもしれませんけれど、実際に彼の中
に生み出した自信というのは大きなものでした。

「じゃあ、先週から何回バスケットにキーを入れ
ることができた？」と聞きました。ニコッと笑っ

て、「毎回だよ」と答えたそうです。
　もう一つの例は、ルーカスの例です。ルーカス
は、実行機能がうまくいっていない学生にありが
ちな、朝起きるということに、非常に困難がある
学生でした。大学で授業を二つとっていました。
そのために、朝ちゃんと起きないと、学校の授業
に遅れますので、いろんなことにトライしてきた
わけですが、そこのことを一緒にコーチングで考
えることにしました。
　まず、アラーム、目覚まし時計を二つ用意して、
一つは近くに置くけれども、もう一つのものを部
屋の反対側に置きます。そうすると、ベッドから
実際に出て、歩いていって消さないと消せないか
らです。それから、電気が部屋の中についていれ
ば、起きやすいということも知っていました。そ
れで彼は、実際に2個目の目覚ましを歩いていっ
て止めて、そして、その近くにある部屋の電気の
スイッチを入れるということをしましたが、その
後でまた、10分間だけベッドに戻るということ
をしていました。なぜかというと、近くにあるア
ラームのほうは、スヌーズボタンがついているの
で、10分後にまた鳴るからです。その話をした時、
私自身は、それではうまくいかないだろう、また
ベッドに戻っちゃうねと思っていたのですが、そ
ういうことはコーチとしては言わないで、まず自
分で立てた計画でやってみて、そしてどうなった
かということを報告してもらうことにしました。
テックスで、携帯メールで、次の日に教えてくれ
ることになっていました。アカウンタビリティと
しては、もし、約束したときに、約束した方法で
連絡が来なかったとしたら、その方法で私のほう
からどうなったか聞くことは、お互い同意した約
束事になっていました。これがテックスのやりと
りですが、ここで気づいたと思いますが、このよ
うな順番でやっていきました。ルーカスから全く
テックスが来なかったので、約束どおりに私のほ
うから、どうだったかということをテックスしま
した。今朝は新しい起床法を試すことできたのか
なと聞きました。このような返事が来ました。2
個目のアラームをセットするのを忘れたけれど、
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起きて電気をつけるということはしたよと。だか
ら、仕事には時間どおりに行けたということが書
いてありました。このアラームをきっちりとつけ
るということがしてあれば、明日はもう遅刻をし
ないで行けるだろうねというふうに書いてありま
した。しかも、夜に時間を見つけて、勉強するこ
ともできました。ルーカスの約束の中で、起きる
だけじゃなくて、勉強もするということが約束さ
れていたので、そのことに対して聞いたら、「実
際に勉強できた」と言っています。私は、「実際
に勉強にも取り組むことができた、すごいね」と
フィードバックをしました。実際に、「1500番の
授業と1650番の授業の勉強ができたよ」と言っ
ていました。両方とも、非常にうまくいったと報
告されています。でも、そういうところでやる解
決法を見つけられなかったとか、やるのを忘れた
という返事がくることもあります。それは失敗と
いうよりも、次のときにどううまくやっていくか
ということを考えるチャンスになります。今挙げ
たような例が、皆さんが実際に、皆さんの学生や
生徒とやっていくときに、参考になるといいと思
います。

【研究成果について】

　ここからは、研究の成果について、コーチング
がどのように大学生に役に立つかということにつ
いて紹介していきたいと思います。過去10年に
わたって、このコーチングの効果について研究が
行われてきましたので、そのポイントを紹介した
いと思います。それに続いて、コーチングのトレー
ニングについて、さらに、ASD のある方へのコー
チングについて紹介していきたいと思います。最
後に、時間がありましたら、質問の時間をとりた
いと思います。
　ここに紹介いたしますのは、二つの研究からの
結果になります。私は、両方の研究にかかわりま
した。左側の図をご覧ください。こちらは2011
年の論文ですが、130人の学生、10大学から集
められた学生のデータです。ここでは、先ほど紹

介したEdge Foundation という団体から、コーチ
ングのサービスの提供を受けた学生のデータにな
ります。この研究をやるにあたり、コーチングを
受けた群と受けない群を無作為に対象を割り当て
るという、研究として非常にしっかりしたデザイ
ンの研究を行いました。全体のうち、3分の2の
学生がコーチングを受けて、3分の1はコーチン
グを受けませんでした。全てADHD のある学部
生が対象でした。このEdge Foundation のコーチ
が、週に1回、30分のコーチングセッションを
行いました。多くの場合、コーチングは、電話で
行われました。何人かの学生については、Skype
を通したコーチングが行われました。すごいなと
思ったのは、実際にどの学生も、直接コーチには
会っていないということです。ここから言えるこ
とは、コーチと学生は近くに住んでいる必要がな
い、別の町、もしくは別の国に住んでいても、コー
チングというのはできるのだということですね。
　このデータ収集に使った尺度の一つは、LASSIと
いう尺度です。その結果がこの図に示されておりま
す。LASSIというのは、Learning and Strategies 
Inventory「学習と方略の質問紙」というものの略称に
なります。これはオンラインで調査ができる、学習スキ
ルの質問紙になります。10の学習スキルについ
て、三つのクラスター、グループに分けられて調
査されます。その三つのクラスターというのは、
この図の下のところにあるのですが、一つはス
キル（Skill）、意志（Will）、そして自己調整（Self-
Regulation）の三つになります。実行機能に課題
のある学生というのは、最後の自己調整の部分で、
成績が落ちるという傾向にあります。自己調整と
いうのは、目標達成するためにスキルを使うとい
う部分の能力になります。この結果を見て、非常
に良かったなと思ったのですが、自己調整の部分
で、事前と事後の結果において、統計的に有意な
変化が見られたということです。これは、結果の
一つですが、実はこのコーチングを受けた学生と
いうのは、学内の他の学生支援サービスをより多
く利用していたという結果も得られました。それ
は、コーチングの効果でもあるということだと思
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います。例えば、大学の中の学習センターでレポー
トを書いたりするところを助けてくれる、支援セ
ンター、それからチューター、個別指導、個別学
習指導をしてくれる部署、それから実際に教授と
会って、一対一で話をする、相談するような、そ
んな回数も増えていたようです。もっと詳しく知
りたい方は、この図の下にあるアドレスをぜひご
覧ください。
　右側の情報は、2008年の研究の結果をまとめ
たものになります。これは、ランドマークカレッ
ジという大学で行われた研究です。実はこのラン
ドマークカレッジという大学は、私立の大学です
が、LD、ASD、ADHD のある学生のための大
学です。これは、ニューイングランド地方のバー
モント州にありますが、非常にきれいなキャンパ
スです。ランドマークカレッジには、4人の訓練
を受けた大変優秀なコーチがいます。そこで私た
ちは、質的な研究ですね、数値的ではないデータ
をとるような、そんな研究を行いました。そこで、
春学期、秋学期、それぞれの学期に1回、学生と
面接調査を行って、どんな学びがあったかという
ことを調査しました。そうした学生からの聞き取
りデータを分析した中で、いくつか発見がありま
した。
　まず第一に、学生たちは、自分自身をコーチン
グし始めるということが見られたということで
す。これは実は、当初期待していたものではあり
ませんでした。つまり学生たちは、コーチング
セッションの中で、コーチが使っていたパワフル
クエスチョン、これを自分自身で、自分に問いか
けるようになったということです。それに続いて
別の結果も得られました。そのうちの一つは、不
安の低下です。そして、課題解決能力の向上です。
この結果を見たときには大変うれしく感じる一方
で、さらに研究が必要だと感じました。
　こういう研究をやると聞かれる質問は、コーチ
ングは成績を上げるのだろうかということです。
成績というのは、評定成績ですね、GPA と大学
のほうでは言いますけれども、それを上げるのだ
ろうかという質問です。その問いに答えるために

は、誰かが縦断的な研究、継続的な研究をやらな
ければいけないと思いました。そしてこのランド
マークカレッジの人たちが、この問いに対する答
えを出してきました。私はこの研究チームにはい
なかったのですが、この結果を非常に興味深く
読ませていただきました。3カ月前に示された研
究です。タイトルをご覧いただければわかります
ように、ADHD とLD のある大学生支援サービ
スが学業に及ぼす影響という研究です。これは何
年間かにわたって、コーチングと成績の関係を検
討しました。1782名の学生の成績表を、データ
として活用しました。これは、研究としては大変
大きな人数の研究になります。これは縦断研究で
して、2006年の秋から2011年の春まで、継続的
にデータを収集しています。この期間、学生たち
は、ランドマークカレッジにおける三つの学生支
援サービスを利用することが可能でした。一つ目
は、学業アドバイス。これは授業選択とか、どん
な教授に習うかとか、そういった学び方を指導す
るアドバイスです。二つ目はチュータリング、個
別の学習指導ですけれども、ここには学習スキル
の指導も含まれます。そして三つ目がコーチング
になります。そこで研究者たちは、これら三つの
サービスを何時間利用したかということと、学業
成績との関係を検討しました。他にもこのように、
いろいろな変数を検討しました。何が成績に影響
するかわからないからです。他の変数も検討した
ということですね。例えば、性別という変数につ
いて言うと、女性であることが、より高い成績と
関係があるということがわかりました。男性の皆
さん、すいませんという結果ですけれどもね。そ
して、コーチングの時間というのが、成績と強い
関係があるということがわかりました。
　もう一つ、成績に影響していた変数は、編入学
生かどうかということです。編入学生というのは、
他の大学で2、3年勉強してから、ランドマーク
カレッジに移ってきた学生たちです。先に進む前
に、そのことについてもう少しお話をさせてくだ
さい。年齢が少し上の学生というのは、コーチン
グを受ける準備ができているということが言える
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かもしれません。彼らは、より成熟しています。
そして、コーチと一緒に、より誠実に、率直に、コー
チングに取り組む、勉強に取り組むということを
やってくれます。コーチングに関して言いますと、
不安やうつが強い状況にあるときには、コーチン
グはできません。まず最初に、そういった精神疾
患の状態に対処することが、コーチングを受ける
前提条件になります。そういったことも踏まえて、
コーチングが最も成績に影響が大きかったという
結果が得られました。この統計的な分析の結果と
して得られたのは、1時間より多くのコーチング
を受けていた学生は、大体成績が0.02ぐらい上
がるという、そのぐらいの効果があったというこ
とです。これは全体の学生が0.02で、ADHD の
ある学生については、増加の量がもっと多かっ
たということです。ADHD のある学生の場合に
は、コーチング1時間当たりの成績増加量は、0.04
だったということです。これは、コーチングと
成績の関係を示した、初めての研究です。ですか
ら、これは大変意義のある研究ということができ
ます。
　皆さんの中には、あまり統計的な結果に興味が
ない方もいらっしゃるかもしれません。そこで少
し、質的な研究の結果というものを紹介したいと
思います。これは、ランドマークの教員が2008
年に紹介した論文の結果です。ここでは学生たち
が、コーチのパワフルクエスチョンを内在化して、
自分で自分に対して、問いかけをするということ
ができるという結果です。これは発達障害のある
学生たちが、自分についてポジティブな語り掛け、
セルフトークができるというのは非常に重要なこ
とだと思います。パワフルクエスチョン、覚えて
いらっしゃいますか。ある学生の発言をここに引
用させてもらいます。「私のコーチが絶対にやっ
てくれるのは、コーチが『これをどうやって終わ
らせる？』とか、『これを終わらせるために何を
するの？』というような質問をしてくるとき、い
つもコーチは私を答えの方向に導いてくれる。決
して直接的な答えを与えてはくれないということ
です。言ってみれば、コーチは答えをくれないけ

れど、どんなことがあっても答えにたどり着け
る方法を教えてくれるのです。」これはコーチが、
学生の実行機能を活性化してくれるということで
すね。ですから、コーチがパワフルクエスチョン
を何度も繰り返し問いかけること、学生がそれを
体験することによって、自分でそのパワフルクエ
スチョンを問いかけられるようになるということ
です。これは、直接答えを言うということではな
くて、問いかけをするということがいかに重要か
ということを表していると思います。
　では、二つ目の結果について紹介します。こち
らも、学生がより肯定的なセルフトークができる
ようになる例です。覚えていらっしゃいますか。
発達障害のある学生というのは、いつも不安でス
トレスを感じているものです。ここの引用は、他
の学生もよく言うことですが、コーチングにどん
な効果があるかということを表しています。では、
また訳を読ませていただきます。
　「私がコーチングで学んだ最も役に立つことは、
課題を整理し続けて、プランを立てて、締め切り
を守るということです。計画を立てることは冒頭
の例に示すように、とても役立つことです。昨日
の夜も、私は論文を執筆中でしたが、9時頃にこ
の下書きを完成できなかったら大変なことになる
と不安になり始めました。しかし、こんなふうに
思い出して、自分に言い聞かせました。いや、大
丈夫、大丈夫、大まかな下書きをとりあえず仕上
げて、それから最終稿にとりかかって書き上げて、
そして最終成績がもらえる。そして単位をとるこ
とができるんだということを自分に言い聞かせま
した。」
　実はこういった不安な気持ちというものは、学
生の能力を発揮させにくくするという、そんな影
響もあります。ですから、薬物療法を使わなくて
も、こういったやり方で、彼らの認知機能を最大
限に使えるようにすることができるということで
す。今までチアリーディングというのと、課題解
決法という二つの方法を紹介したと思いますけれ
ども、これはチアリーディングの例と言うことが
できます。学生が自分自身に向かって、大丈夫、
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大丈夫、過去にもうまくいったし、やれるんだと
言えるということです。もっと情報が欲しい方に
つきましては、最後の所に情報のリストを挙げて
おきましたので、ぜひこちらのほうもご覧くださ
い。

【コーチになるためのトレーニングについて】

　では続いて、どのようなトレーニングでコーチ
になれるかというお話に移りたいと思います。こ
のコーチングというものは、過去10年で、アメ
リカにおきましても、非常に大きく発展してきま
した。現段階では、特別な訓練を受けなくても、
自分はコーチであると言うことはできるといえば
できます。しかし、アメリカでは状況は変わりつ
つあります。皆さん訓練を受けて、資格をとって、
マスターコーチとして名乗るといいますか、言う
ようになってきています。一般的に、3段階のト
レーニングがあります。これは私のアイデアとい
うわけではないのですけれども、短く紹介してい
きたいと思います。大体コーチというのは、この
基礎トレーニングをまず受けます。まずはコーチ
ングモデルの学習。本を読んだり、ホームページ
で学んだりということですね。それから今回やっ
ているように、講義等を通して学んだりするとい
うこと。それから、ワークショップに参加した
り、YouTube 上でのセミナーみたいなものもあ
ります。しかし、訓練を受けたコーチ、私がノー
スカロライナにいた時代の同僚なんかもそうだっ
たのですが、私たちは専門家として、学生たちに
何をするべきかということをつい言いたくなりが
ちですね。そこから、学生が変わっていくプロセ
スへの支援者という形に、支援者が変わっていか
なければなりません。実は、それは私たち支援者
にとっては、非常に難しい変化ですね。ですから、
もし皆さんがコーチングを学んで、そのように感
じることがあるとしたら、そういうものだよとい
うことが言えると思います。アメリカでは、コー
チングを学ぶ人たちは、さらに上級の訓練を受け
ます。それは大体受講料を払って、個別に対面で

学ぶ、もしくはオンラインで学習するというもの
になります。それから、実際にコーチングを行っ
た時間、そしてそれについてスーパーバイズ、指
導を受けた時間なども、訓練に入っていきます。
そして最後に、あなたが望むのであれば、資格を
とってコーチになることができます。そのために
は、何百時間というコーチングの実践と、それへ
のスーパーバイズを受けたという経験、これが必
要になっていきます。さらに、筆記試験を受けて、
それに加えて、実際コーチングをやっているデモ
ンストレーションも示さなければいけません。そ
ういったトレーニングを提供してくれる機関とし
て、これがいいというわけではありませんが、い
くつかを紹介したいと思います。
　まず一つ目が、CTI という団体です。既にお話
したものになりますけれども、これはサンフラン
シスコに拠点がありますが、「Coaches Training 
Institute」という名称の団体です。既に申しまし
たように、世界各国でコーチングトレーニングを
提供しています。こちらが提供しているコーチン
グのトレーニングというのは、ADHD のある人
のためのコーチングに特化しているものではあり
ません。誰にでも適応できる、一般的なコーチン
グのモデルです。大体これは、始まりとして、3
日間、8時間の講習から始まる、非常に厳しい訓
練になります。あなたがもし、少し恥ずかしがり
屋というか、内気な感じですと、なかなかセッショ
ンに参加すること自体が大変なことになるかもし
れません。なぜなら、受講生が見ているだけとい
う形にはしないからです。受講生は、実際にこの
活動に参加して、実際コーチをやってみるという
ことを見せなければいけません。しかし、非常に
効果的な訓練になります。
　次に紹介するのは、JST コーチング、JST と
い う の は、 こ の 設 立 者 で あ る、Jodi Sleeper-
Triplett さんの名前からとったものです。彼女は、
ワシントンD.C. に拠点を置いています。彼女は、
メキシコや、トルコや、クウェートでも、そのト
レーニングを提供しているようです。彼女が提供
するのは、ADHD のある人へのコーチングとい
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う、そこに特化したものを提供しています。これ
で先ほど紹介した、Edge Foundation、大学生に
ADHD を提供している、そのコーチたちを訓練
したのも、彼女です。
　最後の例が、コーチングアカデミーになります。
彼らは、オンラインでトレーニングを提供してい
ます。私は個人的に2人、オンラインのコーチン
グトレーニングを受けた人を知っていますけれど
も、大変良かったと言っていました。今のスライ
ドの右下に示されたアドレスは、その国際コーチ
連盟のサイトのアドレスになります。もし皆さん
が、訓練を受けて、コーチの資格をとりたいとい
うことであれば、このグループがそういった資格
を提供することができるでしょう。
　一方、皆さんがコーチになるのではなく、コー
チを探したいということであれば、今画面に示
している、この四つの団体のページの中には、
コーチを見つけるためのコーナーというのもあ
りますので、そこでコーチを探すこともできま
す。今のスライドは、CTI のコーチングに関す
るスライドですが、画面右下の“CO-ACTIVE 
COACHING”という本は、コーチングについて
最良の本、資料ではないかと思います。ですから、
皆さんがコーチング全般について、1冊の本で知
りたいということでしたら、こちらの本がお薦め
です。一方、もし皆さんが、ADHD のある大学
生のコーチングについて関心があるとしたら、日
本でADHD コーチングに書かれた、唯一の本に
なると思います。翻訳書ですが、こちらがそれに
ついて紹介している本になります。この訳をした
篠田先生と高橋先生は非常に謙虚なので、この本
を作ったということについて拍手をいただければ
と思います。ありがとうございます。
　こちらが、先ほど紹介したJodi さんの写真と、
そのウェブサイトの情報になります。彼女は、ワ
シントンD.C. を拠点にしまして、高校生や大学
生でADHD のある人へのコーチングを提供して
います。私自身は、CTI とJST 両方で訓練を受
けました。いずれも大変いいトレーニングをして
くれました。大体同じようなモデルを使っていま

す。しかし、先ほどから言っている、実行機能の
課題のある方へのコーチングをすることに関して
は、ADHD のある人の考え方に沿ったコーチン
グというものを提供することができます。彼女
はいろいろな本も書いていますが、一番有名な
本というのが、画面の右下にある本になります。

“Empowering YOUTH with AD/HD”という本
ですね。
　このセクションの最後になりますけれども、ア
メリカの大学で、大学の中でコーチングを提供し
ているいくつかの大学を紹介したいと思います。
他にもあるとは思いますが、これらが私がよく
知っている大学ということです。ダートマス大学、
メサイアカレッジ、ノーザンバージニアコミュニ
ティカレッジ、ノースカロライナ大学チャペルヒ
ル校、そしてアリゾナ大学です。実はこのアリゾ
ナ大学に、Pereira 博士という方がいて、来日し
て講演をしたので、ご存知の方もいるかもしれま
せん。彼女はアリゾナ大学で、「ソルトセンター」
という名前の支援センターを設立して、LD や
ADHD のある大学生の支援を展開しています。
これらの大学を紹介しましたが、大学というの
は往々にして保守的だったりします。保守的とい
う言い方をしたのは、大学の中で、誰かがコーチ
ングを提供していきたいということを言ったとき
に、管理職の人たちは大体こういう問いかけをし
てくるでしょう。コーチングにお金をつぎ込む前
に、そのコーチングって本当に効果があるのかね、
そんな研究あるんですか、ということを聞いてき
ます。
　ノースカロライナ大学でこのコーチングをやり
たいと言ったときに、やっぱりそのような問いが
ありました。それで、何年間かかかったのですけ
れども、その答えを出すことができました。です
から、コーチングのサービスだけじゃなくて、コー
チを訓練する人をキャンパスに招いて、訓練を受
けるためには、これらの大学の人たちは、きっと
そのコーチングについて、いい情報を提供してく
れると思います。
　それでは、きょうのお話の最後のセクションに
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移りたいと思います。
　ここではアスペルガーとか、ASD の人につい
てお話をしたいと思います。このお話をすること
がとても重要だと思うのは、先ほどのグラフにも
ありましたように、日本では非常に高い数値の
ASD のある学生がいるということです。そのこ
とに関して書かれた本が、日本語にも訳されてお
ります。篠田先生と高橋先生がコネチカットにい
らっしゃったときに、ボストンまで行って、この
著者に会いました。その著者たちは、それぞれ非
常に優秀な学者でもありましたが、お子さんがア
スペルガーの方でした。ですから、アスペルガー
ということに関して、非常によくご存知の方々で
した。アメリカの大学でも、ASD のある学生さ
んが急激に増えているということが数字としてあ
るのですが、まだ、それほど多い人数というわけ
ではありません。その急増している数字自体がど
んなことを示しているかというのは、いくつか理
由があると思います。
　まず最初には、このASD のある人たちという
のは、往々にして非常に高い知能を持っていま
す。いろいろな標準テストですとか、大学入試の
ためのテストで、非常にいい点をとるということ
が、この人たちの特徴の中にあると思います。も
う一つは、高校にいる間によく準備されてくる傾
向があるからだろうと思われます。今、アメリカ
の高校は、そういう生徒たちを発見して、そして
その支援をすることを、前よりずっとよくして
います。もう一つの理由は、あまり喜ばしい理
由ではありませんが、ASD のある人たちに対し
て、いいサービスがあまりないということが挙げ
られます。結局、高校までいろいろな支援を受け
てきたとしても、その後のサービスが充実してい
ないために、大学へ行くしかないという、消去法
の選択として、大学に来るということがありま
す。しかし、大学へ学生が来れば成功するか、必
ずしも確信がないまま来るのです。そうやって大
学に来た学生を、どのように支援して、成功に導
いていったらいいかということに関する本を、こ
のBrown、Wolf、それからKing の3人がここに

表しています。その方々のウェブサイトがここに
書いてある、「collegeautismspectrum.com」とい
うサイトで、いろいろなことが書かれ、先駆的な
取り組みが紹介されています。非常に役立つ情報
が満載のウェブサイトですので、一度ご覧いただ
くといいかもしれません。その中の一部が、こ
の下の、スクリーンに書かれています。そこに、
ASD の学生に向けた、特別なプログラムを提供
する大学のリストが入っています。アメリカにお
いても、まだASD のある学生に最も効果的な支
援方法というのを模索している最中です。よくよ
く調べてみますと、そういうASD のある学生が、
大学に行きますが、非常に抑うつ的になり、やが
て授業に出なくなり、そのまま辞めていくという
ことが起こっています。それからまた、自閉スペ
クトラム症のある女性、女の子たちを見つけると
いうことがなかなか難しく、正確な診断法という
のを模索しています。それから、私たちが最近わ
かったことは、ASD のある学生に関しては、入
学前にギャップイヤーをとったり、いったん仕事
をしてみる、社会に出てみるということを経てか
ら大学にいくと、非常に有効であるということが
わかってきました。これは、彼らに、変化に対し
て対応する力というものを身につけていきます。
それから自分に、不安感というものを、自分で調
整し、管理していくということをまた覚えていき
ます。それから新しい人たち、新しい状況という
ものに慣れるための対応力というものも身につけ
ていきます。それは、その大学にいく前に、まだ
親と暮らしている間に、そういうことができると
いうベネフィットがあります。今一般的なことを
申し上げましたけれども、もちろん、個々の人た
ちというのはそれぞれ違いますので、それをお断
りしておきたいと思います。ASD の方、一人一
人が全くそれぞれ違うということもわかっていま
す。それでもASD のある学生、大学生の中には、
今これから挙げていくようなことが非常に効果的
であるというようなことがわかってきました。大
学に来ると、大学生活というもの自体に、いっぱ
いいっぱいになってしまって、自分でそれを全部
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賄いきれずに、抑うつ的になってくるということ
があります。

【通訳】ちょっとここで挟みますが、アメリカの
大学では一般的には、自宅通学ではなくて、家か
ら出ることが多くて、しかもそれが大学のキャン
パス内にある寮に住むということが一般的です。
しかも1年生は、大抵1部屋2、3人の部屋に入れ
られ、わざと関係性を作るということをするので、
生活の中でも誰かがいるし、それから授業に行っ
ても高校までと違うということで、ものすごく変
化が大きい。日本の場合は、家から出ても下宿し
て大学に行きますので、1人になれる時間があり
ますが、そういうものもないことが多いので、そ
れにASD の方がかなり圧倒されるということは
あるということです。

【Parker】私は、よくコーチングで、授業をここ
一つ、ここ二つみたいな形で休む学生と会いま
す。それが積み重なっていくと、教授が何でこん
な欠席が多いのかということになったりします。
そうなると余計に行けなくなります。もちろんそ
れだけ欠席が続けば、学期の終わりにはもう単位
ももらえないという結果になります。そういう学
生は、なかなか助けを求めるということができま
せん。そういう学生は、日本の場合はどうかわか
りませんけれども、そういう学生を助けるための
サポートセンターを使うこともしませんし、カウ
ンセリングセンターも使うことをしません。ある
いは、キャンパス内に他にも支援をしてくれそう
な人がいますけれども、そういう人たちを利用す
るということもありません。そういうことをせず
に、自分の部屋にこもって、どんどん他の人から
自分を孤立させていくという方向に行って、気分
的にも非常に落ち込むことになっていきます。他
にもASD、あるいはアスペルガーの学生に見る
困難というのは、衛生観念というのがうまくいか
なくて、身だしなみをきちんとしておくというこ
とができなくなったりします。あるいは、グルー
プで一つのプロジェクトをしなければならないよ

うな課題がよく出ますが、そこでうまくやってい
けないということもあります。それから、レポー
トを書くということだったり、論述式のテストが
あって、その説明文があいまいな、漠然とした形
で出ている場合は、答えを自分で導き出すのが難
しいということもあります。ある学生がレポート
を書かなければいけませんでした。それは、この
登場人物が感じた感情と、なぜその人がそのよう
であったかということを書きなさいというもので
した。その学生が、先生のところに来て「先生、
これ何を要求しているかもわからないよ」と言い
ました。「自分もわからないよ」と先生も答えま
した。では、どうやったらもっとこれを理解する
ために、より多くの情報が得られるかを考えてみ
ようということでやっていきました。わからない
ことをどうしたらわかるようになれるかというこ
と自体を、自分でやっていくことができないで、
支援が必要な状態にあったわけです。
　このような困難のために、大学を中退する人は
たくさんいますけれども、このような困難のため
に、ASD のある学生のほうが、他の学生と比べ
て、退学率が高くなっています。つまり、支援の
必要性がとてもある学生たちということになりま
す。ここに書いてあるこのウェブサイトに皆さん
がいってご覧になることを強くお勧めしたいと思
います。aspergerexperts.com というウェブサイ
トですが、自分自身もアスペルガーの方が作った
ようです。そこにビデオもありますし、Webinar
といって、オンラインで講義をするものですが、
そういったものも用意されています。その中の一
つが防衛モードというふうに名前をつけられたも
のでした。防衛モードというのは、ASD のある
人が、おびえたり、欲求不満だったり、怒ってい
たりする状態で、シャットダウンしてしまったり、
引きこもったりすることと同じ状態になります。
防衛モードでは、はっきりと自覚はしているけれ
ども、非常にあいまいな脅威から身を守ろうとし
続けているために、全てがより難しい状態になり
ます。私たちもASD の方々が、ものすごく防衛
的になって、不安になってこうなるということを
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よく見ます。その不安感がどうして高まるかとい
うのは、例えばその蛍光灯の非常に小さな音、振
動する音が気になって、それが不安感をすごくか
き立てているということがあります。普通われわ
れでは、それが鳴っていることも気づいていない
ようなことに反応されて、非常に不安感が高まっ
たりすることがあります。
　あるいは3、4メートル離れた所で食べ物のに
おいがする、それが非常にその方には不快に感じ
るにおいだったりすることで、そこから発して、
不安感が高まったりすることもあります。私がよ
く知っているASD のある学生は、ビデオゲーム
をするのが好きなんですけれども、例えば親御さ
んが、「ゲームなんかやめて、宿題しなさい」と
言ったとします。そのときによく、コンピューター
でするゲームで、オンラインでやって、他の仲間
がいてやるゲームがありますよね。そういうのを
やっている場合は、親が「そんなのやめて宿題し
なさい」と言うと、今度は一緒にやっている仲間
に迷惑をかけるということが不安感をかき立てる
ものになっていきます。このウェブサイトにいく
と、どんなことで不安感をかき立てられているの
かということに関して、わかるようになります。
それをどう助けていったらいいかに関して、次の
スライドでお教えしたいと思います。
　先ほどのウェブサイトで言っているのは、コー
チングを教えるという前に、とにかく不安のほう
に対応しておかなければ、コーチング自体が効果
的にはいかないことを教えてくれています。
　ではここで、いくつかヒントになるかもしれな
いことをお伝えいたしましょう。私がよくやるこ
とは、とにかくまず、アスペルガーの人と話をし
て、その人自身、それからその人の家族とか、そ
の人を巡る周りの環境を理解しようとすることを
します。もう、大学のキャンパスにいるわけなの
で、それほど親御さんについてどうこう詳しく話
をしなくていいと考えています。それはその学生
を、1人の大人として考え、そして彼らが何を考
えて、何をしたいかということに集中することに
つながっていきますので、大学生に対してはいい

ことだと思います。もし学生がいいよと言ってく
れるならば、初回の面接、あるいはそれから1、
2回ぐらいの最初の頃に、親御さんも来てもらっ
て、一緒にコーチングのところで面談をするとい
うことも大事かもしれません。それで、親御さん
からもその学生さんのことを聞いて、その学生を
よく理解することができるようになるからです。
それから、その学生の親御さんに、どれだけその
学生が自分でやっていけるようになるかというこ
とに関して、現実的なところを話しておくという
ことも非常に大事です。去年のことですけれども、
大学を中退してきたアスペルガーの学生と仕事を
することがありました。彼のお母さんはその学生
のことを愛していましたが、彼のアスペルガーと
いう部分に関する理解が不足していました。彼ら
は、その時ある学校を中退してきていたので、転
入ができる他の学校を探そうとしていました。お
母さんは、それがどれだけ複雑なことなのか、こ
の学生にとって大変なことなのかということの理
解が不足していました。それをなかなか学生がし
ないものですから、親御さんとしては、ただ怠け
者で、一生懸命やる気がないのだという理解をし
ていました。その学生は、親御さんがコーチング
のセッションにいて、それを聞くことに対して許
可をくれました。何をしたかというと、私とその
学生は、隣同士に、コンピューターに面して座っ
ていました。私は非常に穏やかな、静かな声で、
要するに感情をあまり入れずに平坦なしゃべり方
で語りかけました。私たちは両方ともコンピュー
ターに対して向かっていましたので、彼とのアイ
コンタクトというものはありませんでした。前に
対面して話をしたときに、「こうやって、視線を
絡ませて話すということでもいいかい」と聞きま
した。アスペルガーのある人は、全てとは言いま
せんけれども、多くの人たちが、実際に視線を合
わせて話をするということに抵抗を感じるという
方が多いのを、皆さんもご存じかと思います。そ
の彼が、他の大学、まだ行けそうな、行きたいよ
うな大学があるかということを調べるという過
程で「じゃあ、自分が思いつく大学を三つぐらい
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言ってごらん」と聞きました。隣同士に座りなが
ら、そういう質問をしました。私は、自分のノー
トを目の前に出して、言ったことを書いていきま
した。「じゃあ、この三つの中から、今日調べて
みようっていう大学を自分で選んで」と言いまし
た。「今から、選んだ大学のウェブサイトにいって、
もうちょっとその大学について情報を調べてみよ
うかと思う」と言いました。でもそのときに、「何
を最初にしようか決めてみるね」と言いました。

「調べ始める前に、四つぐらい、その大学が自分
にとっていいと決めるポイントを決めておこう」
と言いました。その話をするときに、「コーチと
しての私に書いてほしいか、あるいは自分で書き
たいか」ということを聞きました。その学生は、「先
生が書いて」と言いました。そして、彼が言って、
それを私がメモしていって、リストを作りまし
た。また私が静かに言いました。「じゃあ、その
大学のウェブサイトにいって、今言ってくれた四
つの中で、一番最初に見るべきものはどれでしょ
うか」と聞きました。そうやりながら彼は、自分
でそのことに関して、もっと主体的に関わるよう
になって、二つの大学を、彼の条件に従って調べ
ることができました。それをずっと見ていたお母
さんは、「OK、じゃあうちに帰ったら、同じよ
うにこうして、今まで言ったような大学も、この
条件でいろいろ見ていこう」と言いました。そこ
で見たらできるということがわかったら、うちへ
帰ったらいろいろ大学あるやつ全部これやってみ
ようというようなことをお母さんが要求してきた
ので、いっぱいいっぱいになってしまった。彼に
とって、そこでまたシャットダウンして、話をし
なくなったということがありました。彼が、カー
レースに興味があるということを私は知っていま
した。私はそのことを知っていたので、15分ぐ
らい何かをした後で、彼が携帯の中にあるレーシ
ングカーの写真を見せてくれて、そのことを説明
するというアクティビティを入れました。
　今の例でおわかりになったと思いますが、そう
やっていろいろな他の要素も入れながら、そして、
一つ構造化した形でやっていくことが、ASD の

ある方とのコミュニケーションの中で非常に重要
であるとお伝えしたかったのです。コーチングが、
ASD のある方にも非常に有効であるということ
はおわかりいただけたと思いますが、コーチング
の仕方の中で、特に気をつけたりしなければいけ
ないことがあるということもおわかりいただけた
かと思います。ここに私が、実際にその経験から、
ASD のある人とコーチングをやっていく中で重
要なことをリストしてみました。

　今日は、コーチングというのはどういうことな
のかということに関して、話してきました。研究
結果なども利用しながら、どのように大学生に
コーチングが役に立つかということもお話してき
ました。コーチングをしたいという方にとって
は、どんなようなトレーニングが必要かというこ
とに関してもお伝えしてきたつもりです。もちろ
んコーチングが、全ての人に有効というわけでは
なく、またどんなことであろうとも、たった一つ
の方法で、全ての人に有効だというわけではない
ことも皆さんご存じだと思います。やはり、精神
疾患があったり、先ほどの、うつですとか、不安
障害などがある方は、まずはそのことに関してカ
ウンセラーと扱ってから、コーチングをするとい
うことが必要になってきます。それから、アスペ
ルガーやASD の方に対しては、コーチングをす
る中でも、コミュニケーションの仕方というもの
に関して、特別なやり方をする必要が出てくると
いうこともお話しました。今日は皆さん、興味を
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持ち続けて聞いてくださったことに感謝をいたし
ます。ありがとうございました。

【司会】パーカー先生、ありがとうございました。
それでは質疑の時間に移りたいと思います。本日
はコーチングについてパーカー先生からご紹介い
ただきました、その内容に沿った質問ですと幸い
でございます。

【質問者】Parker 先生、ありがとうございました。
3点ほどちょっとお聞きしたいんですけども、ま
ず1点目、今日、発達障害の方にコーチングする
ことが非常に有効だということがわかりました。
じゃあ、コーチング受けた学生さんは、発達障害
の症状は、治るということは多分ないと思います
けども、軽減されるんでしょうかというのが一つ
と、このコーチングを受けられた学生さんは、特
にセルフコーチングができるようになった学生さ
んは、そういった不注意などというような障害的
なことを、持続的に軽減することができるんで
しょうか。またそのコーチングを受けてないとし
たら、受けなくなると、この効果がだけが持続で
きなくなるのでしょうかというところを、お聞か
せ願いたいです。

【Parker】われわれはまだ、そのはっきりした答
えがなくて、それに向けて探っているところかと
思います。まだ10年間しか、こういったコーチ
ングの研究というのは行われていませんので、ま
だその結果については、十分得られていないと言
えるかもしれません。コーチングによって、障害
がなくなるということではありませんけれども、
その当事者の方といいますか、その方が、自分の
障害について、うまく扱っていくといいますか、
管理していくという、そういったことはできるよ
うになっていくんじゃないかと思います。最後に、
パワフルクエスチョンができるようになるってい
うのは、長い時間をかけてできるようになってい
くということで、それまでにまたコーチングを受
け続けるということ、それも重要になってくると

思います。ありがとうございました。

【質問者】ありがとうございました。

【司会】では、もう1名か2名、質問を受けたいと
思いますけれども、じゃあ女性の方ですね。

【質問者】ADHD と、自分を表現するということ
との関連について質問したいんですけれども、今、
日本では、アクティブラーニングと言いまして、
少人数で、グループで話し合って、一つの問題を
解決していこうっていう授業が入ってきているん
ですが、ASD の子どもたちにとって、そういっ
たものは最も苦手とするところの一つだと思うん
ですけれども、アメリカでは、ディスカッション
しながらの授業が昔から行われているということ
を聞いたことがありまして、実際そういう、内気
なタイプの子に対して、どういうふうなアプロー
チがあるのかですとか、きょうのコーチングと絡
めてうかがえればと思うんですけれども、よろし
くお願いいたします。

【Parker】アメリカの大学のいくつかの中では、
ソーシャルスキルのグループトレーニングみたい
なものを提供しています。そういった訓練の中で、
グループの中で他の人の意見を聞いたりとか、そ
ういったスキルを学ぶことができます。それから、
あと混乱したようなときに、怒らないで、自分の
感情をコントロールしたりすること、そういった
ことを学んだりすることもできます。ASD のあ
る大学生の本を紹介したと思いますけれども、そ
の中に、そういったプログラムを提供している大
学のリストも情報が載っています。でも、あなた
の素晴らしいご質問に対して、違った答え方もし
たいと思います。それは、合理的配慮についてで
す。それは、大学レベルでは特にですけれども、
日本では新しい概念かと思います。アメリカの大
学で、ASD のある学生に対する配慮の例を紹介
したいと思います。これは、その学生が、他の学
生の前でスピーチをしなきゃいけないという、そ
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んな授業の例です。その学生は、社会不安が非常
に強くて、とても人前でスピーチなんかできない
という状況でした。私は「あなたが人前でできる
かどうかということを評価するものではない」と、

「アイデアをまとめて、それを伝えることができ
るか、それを見るんです」と言いました。ですので、
その学生に配慮をするために、自分の部屋でビデ
オでプレゼンを撮って、それを発表するというこ
とを提案しました。今でも、こういったテーマに
ついては研究が進んでいます。すいません、研究
面でもそういう配慮があるっていうことですね。
それから良いスピーチをするということ、それか
ら話す内容が非常に質の高いものであるというこ
と、授業の中で他の学生たちも、先生も一緒にそ
のビデオを見るわけですけれども、その学生本人
がみんなの前に立つという必要はありません。で
すから、他の学生とやりとりするっていうことを
教えるっていうこともあるんですけれども、もう
一つの考え方っていうのは、果たしてそれは本当
にこの授業において重要なことなのかっていうこ
とを問うということですね。そして別のやり方が
あるのかということです。いずれのやり方が効果
的でもあると思います。お役に立ちましたでしょ
うか。

【質問者】ありがとうございました。


